
MY
VISION

no. 58

Expert Opinions

About this Issue

ローマン・クルツナリック
文化思想家

松本紹圭
現代仏教僧

西條辰義
高知工科大学フューチャー・デザイン研究所 所長

小林慶一郎
慶應義塾大学経済学部 教授

野村 進
拓殖大学国際学部 教授

宇野重規
NIRA総研 理事／東京大学社会科学研究所教授

企画に当たって

識者に問う

「長期思考」は
未来を変える

わたしの構想

現代世界を覆うのは、「今、ここ」だけを考える極端な短期思考だ。
地球環境問題などを見据え、未来の視点を大切にする
「長期思考」にシフトするために、何が必要なのか。
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人類は、今を考える「短期思考」と、

将来世代を視野に入れる「長期思考」

をうまく使って繁栄してきた。しか

し、現代世界を覆うのは極端な短期

思考といわざるを得ない。累積する

財政赤字の将来世代への影響や、

日々排出する温室効果ガスが地球に

与える破壊的な影響について、想像

すらつかなくなっている。

長期思考で、社会はどう変わるのか。

長期思考にシフトするには、何が必

要なのか。

長期思考の重要性を唱える識者に聞

いた。

「長期思考」は
未来を変える



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

現
代
世
界
を
覆
っ
て
い
る
の
は
、
極
端
な
「
短
期
思
考
」
で
あ
る
。
人
は
ど
う
し
て
も
、
す
ぐ
目
の
前
の
こ
と
し
か
見
な
い
し
、
考
え

な
い
。
短
期
的
に
成
果
を
求
め
ら
れ
る
現
代
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
だ
ろ
う
。
遡

さ
か
の
ぼれ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
で
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』
の
著
者
で
あ
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
段
階
で
す
で
に
、
人
々
の
思
考
が
「
今
、
こ
こ
」
に
集
中
し
が
ち
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
か
つ
て
で
あ
れ
ば
、
人
々
は
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
た
土
地
を
見
て
、
そ
こ
に
家
族
の
歴
史
や
物
語
を
見
出
し
た
。

今
や
そ
の
よ
う
な
土
地
は
世
代
を
経
る
ご
と
に
分
割
さ
れ
て
売
却
さ
れ
、
家
族
の
記
憶
は
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
人
は
将
来
世
代
を
想
像

す
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
、
極
め
て
短
い
時
間
軸
に
お
い
て
し
か
も
の
を
考
え
ら
れ
な
く
な
る
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
予
言
し
た
。

未
来
の
世
代
の
た
め
に
、
発
想
や
行
動
様
式
を
変
え
る
　

現
代
に
お
い
て
、
人
々
の
短
期
思
考
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
は
、
文
化
思
想
家
の
ク
ル
ツ
ナ
リ
ッ
ク
氏
で
あ
る
。
氏
は
そ
の
印
象
的
な

著
作
『
グ
ッ
ド
・
ア
ン
セ
ス
タ
ー
』
に
お
い
て
、
私
た
ち
に
「
よ
き
祖
先
」
に
な
ら
な
い
か
と
呼
び
か
け
た
。
未
来
の
世
代
に
少
し
で
も

感
謝
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
発
想
や
行
動
様
式
を
変
え
る
こ
と
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
も
ク
ル
ツ
ナ
リ

ッ
ク
氏
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
「
将
来
世
代
委
員
」
を
例
に
と
っ
て
い
る
。
交
通
か
ら
医
療
ま
で
、
公
共
政
策
の
三
〇
年
先
の
影
響
を
調
査

し
、
提
言
す
る
こ
の
仕
組
み
は
、
現
役
世
代
の
決
定
に
よ
っ
て
将
来
世
代
の
利
益
や
権
利
を
破
壊
す
る
こ
と
を
食
い
止
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
権
利
も
代
表
権
も
与
え
る
こ
と
な
く
、
将
来
世
代
の
利
益
を
否
定
す
る
行
為
を
「
植
民
地
化
」
と
さ
え
呼
ぶ
氏
の
問
題
意
識

は
、
鋭
く
し
か
し
明
確
で
あ
る
。

ク
ル
ツ
ナ
リ
ッ
ク
氏
の
本
を
翻
訳
し
た
の
は
、
意
外
な
こ
と
に
現
代
仏
教
僧
で
あ
る
松
本
紹
圭
氏
で
あ
る
。
氏
も
ま
た
日
本
の
風
土
に

お
い
て
、
人
々
は
お
墓
な
ど
を
通
じ
て
「
ご
先
祖
様
」
と
接
す
る
こ
と
で
、「
自
分
と
い
う
存
在
を
超
え
た
も
の
」
を
感
じ
て
き
た
と
い
う
。

先
人
が
築
い
た
も
の
や
知
恵
を
受
け
継
い
で
「
今
」
を
受
け
止
め
る
こ
と
は
、
長
期
思
考
を
育
む
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
松
本
氏
は
説
く
。

同
時
に
氏
は
、
僧
侶
と
し
て
産
業
界
と
の
対
話
を
行
う
「
産
業
僧
」
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
偏
っ
た
短
期
思
考
と
目
先
の
利
益

の
追
求
は
、
長
期
的
に
人
々
や
組
織
の
疲
弊
を
も
た
ら
す
。
む
し
ろ
産
業
界
は
長
期
思
考
を
合
理
的
戦
略
と
し
て
取
り
入
れ
や
す
い
領
域

で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
興
味
深
い
。
伝
統
仏
教
が
現
代
的
課
題
に
対
し
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
可
能
性
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
未
来
を
変
え
ら
れ
る
か

― 

地
球
規
模
の
長
期
課
題
に
立
ち
は
だ
か
る
、
極
端
な
「
短
期
思
考
」

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所 

教
授

宇
野
重
規
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KEY
WORDS 日

本
の
老
舗
企
業
の
「
社
会
的
責
任
」
の
発
想

ち
な
み
に
日
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
長
期
思
考
を
体
現
す
る
組
織
が
あ
る
。
拓
殖
大
学
国
際
学
部
教
授
の
野
村
進
氏
は
、
日
本
に
は
創

業
一
〇
〇
年
を
超
え
る
老
舗
企
業
が
約
三
万
三
〇
〇
〇
社
存
続
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
数
字
だ
ろ
う
。
予
想
に
反
し

て
、
日
本
の
伝
統
は
意
外
に
「
長
期
思
考
」
な
の
で
あ
る
。
氏
は
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
老
舗
の
技
術
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
必
ず
し
も
血
縁

だ
け
を
重
視
せ
ず
、
能
力
あ
る
人
材
を
養
子
と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
「
許
容
力
」
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
近
江

商
人
の
「
三
方
よ
し
」
に
お
い
て
、
売
り
手
や
買
い
手
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
視
点
を
持
つ
「
世
間
よ
し
」
が
重
要
で
あ

る
と
説
く
。
そ
こ
に
は
儲も

う

か
れ
ば
良
い
と
す
る
発
想
を
超
え
て
、
長
期
的
な
社
会
的
責
任
の
発
想
が
あ
っ
た
。
日
本
の
組
織
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
か

も
し
れ
な
い
。

私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
存
在
を
、
短
い
時
間
軸
で
捉
え
る
と
か
え
っ
て
そ
の
意
義
を
見
失
う
。
長
い
時
間
軸
に
お
い
て
こ
そ
、
個
人
や

組
織
の
意
味
が
見
え
て
く
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
東
京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
思

想
史
、
政
治
哲
学
。

社
会
の
仕
組
み
に
も
変
革
が
必
要

将
来
世
代
の
視
点
か
ら
、
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
実
践
し
て
い
る
の
が
、
高
知
工
科
大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
所
長
の
西
條

辰
義
氏
で
あ
る
。
短
期
思
考
が
助
長
さ
れ
る
結
果
、
現
在
世
代
は
今
あ
る
資
源
や
成
果
を
享
受
す
る
こ
と
に
傾
き
が
ち
で
あ
る
。
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
拡
大
を
制
御
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
西
條
氏
は
こ
れ
ま
で
の
市
場
や
民
主
制
、
そ
し
て

サ
イ
エ
ン
ス
の
あ
り
方
に
問
題
を
見
出
す
。
こ
れ
に
対
す
る
も
の
と
し
て
氏
が
提
案
す
る
の
が
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
参
加
者
に
、
三
〇
年
後
の
二
〇
五
〇
年
を
生
き
る
「
仮
想
未
来
人
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
視
点
か
ら
、
い

ま
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
る
の
が
そ
の
狙
い
で
あ
る
。
岩
手
県
矢や

巾は
ば

町
に
お
け
る
実
践
で
は
、
住
民
の
間
か
ら
荒
れ
た
山
の
自
然
公

園
化
や
水
道
料
金
値
上
げ
の
提
案
ま
で
も
が
出
て
き
た
と
い
う
。

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
の
小
林
慶
一
郎
氏
は
、
問
題
の
原
因
を
時
間
軸
の
長
さ
に
見
出
す
。
原
発
廃
棄
物
や
気
候
変
動
な
ど
の

問
題
に
お
い
て
は
、
利
益
を
受
け
る
人
と
、
コ
ス
ト
を
支
払
う
べ
き
人
が
違
う
世
代
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
自
分
の
寿
命
の
間
だ
け
の
利

益
を
合
理
的
に
考
え
て
い
て
は
、
問
題
は
決
し
て
解
決
し
な
い
。
財
政
問
題
も
同
じ
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の
世
代
が
利
益
を
得
な
い
と
し

て
も
、
将
来
世
代
が
利
益
を
得
る
な
ら
、
そ
れ
を
良
し
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
価
値
観
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
小
林

氏
は
説
く
。
氏
が
特
に
強
調
す
る
の
が
、
五
〇
年
、
六
〇
年
先
の
財
政
状
況
の
試
算
を
行
う
独
立
財
政
機
関
で
あ
る
。
政
府
予
算
は
こ
の

試
算
と
整
合
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
国
会
も
ま
た
持
続
可
能
な
財
政
政
策
に
つ
い
て
の
議
論
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
今
こ
そ
真
剣

に
検
討
す
べ
き
提
言
で
あ
ろ
う
。

極
端
な
「
短
期
思
考
」、「
今
、
こ
こ
」、
将
来
世
代
へ
の
想
像
、
自
分
の
存
在
意
義
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

長
期
思
考
で
、

社
会
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

長
期
思
考
に

シ
フ
ト
す
る
に
は
、

何
が
必
要
な
の
か
。

インタビュー実施：2021 年 12 月～ 2022 月 1 月
聞き手：川本茉莉（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、北島あゆみ（同）

私たちは未来を「植民地化」している
文化思想家ローマン・クルツナリック

未来の植民地化、世代間の公平性、民主主義の時間軸、SDGs

日本の老舗企業の価値観は、
これからのグローバルスタンダード

拓殖大学国際学部 教授野村 進

三方よし、利他の思考、社会的な責任

「私」の存在をより大きな時間軸で捉える
現代仏教僧松本紹圭

過去が折り畳まれた今、広大な時間軸、産業僧

将来世代の視点から、社会デザインを行う
高知工科大学フューチャー・デザイン研究所 所長西條辰義

将来世代の視点、フューチャー・デザイン、仮想未来人

慶應義塾大学経済学部 教授小林慶一郎
世代を超えて守るべき価値の再認識を

将来世代のベネフィット、民主主義の仕組み、独立財政機関
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識
者
に
問
う

長
期
思
考
で
、
社
会
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
長
期
思
考
に
シ
フ
ト
す
る
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

私
た
ち
は
未
来
を
「
植
民
地
化
」
し
て
い
る

ロ
ー
マ
ン
・

ク
ル
ツ
ナ
リ
ッ
ク

文
化
思
想
家

「
長
期
思
考
」
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
人
類
が
未
来
に
対
し
て
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
壊

滅
的
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
そ
れ
を
人
々
が
認
識
す
る
発
端
と
な

っ
た
の
が
、
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
だ
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
人
類
が
技
術
で
未
来
を
破
壊
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
来
、
破
壊
の
手
段
は
急
速
に
増
え
続
け
、
そ
の
速
度
は
増
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
未
来
を
「
植
民
地
化
」
し
て
い
る
。
未
来
に
生
き
、
未
来
を
担
う
将
来
世
代
に
、
意
思
決
定

の
権
利
も
代
表
権
も
与
え
ず
、破
壊
的
な
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
だ
。「
植
民
地
化
」
と
い
う
表
現
は
、

植
民
地
の
歴
史
を
持
つ
英
国
や
日
本
で
は
う
な
ず
け
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
長
期
思
考
と
は
、
将
来
の
世
代
に

利
益
を
も
た
ら
す
行
動
を
と
り
、
世
代
間
の
公
平
性
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
だ
。
こ
の
長
期
思
考

を
社
会
規
範
と
す
る
た
め
に
は
、
基
礎
と
な
る
社
会
の
構
造
を
変
え
、
長
期
思
考
を
促
す
行
動
様
式
を
醸
成

す
る
こ
と
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
の
は
、「
現
在
」
を
疎
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
将
来
世
代

に
と
っ
て
も
公
正
な
議
論
を
行
う
こ
と
だ
。
今
の
民
主
主
義
の
統
治
の
時
間
軸
を
も
っ
と
伸
長
し
、
年
中
、

選
挙
や
世
論
調
査
、
ニ
ュ
ー
ス
の
渦
へ
の
対
応
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
近
視
眼
的
な
政
治
家
か
ら
、
民
主
主

義
を
救
う
こ
と
だ
。

国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
政
治
変
革
の
必
要
性
へ
の
認
識
の
欠
如
だ
。
も

う
一
つ
は
、
依
然
と
し
て
経
済
成
長
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
だ
。
前
者
の
問
題
を
打
開
す
る
に
は
、
例

え
ば
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
「
将
来
世
代
委
員
」
の
よ
う
に
、
交
通
か
ら
医
療
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
分
野
で
、

三
〇
年
先
ま
で
の
公
共
政
策
の
影
響
を
調
査
し
、
提
言
を
行
う
政
党
色
の
な
い
組
織
が
必
要
だ
。
鍵
は
、
将

来
世
代
に
法
的
権
利
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
三
〇
年
と
い
う
の
は
、
政
治
家
の
一
般
的
な
職
歴
よ
り
も
長

く
、
現
実
的
な
骨
組
み
だ
。
後
者
の
問
題
で
は
、
ど
の
程
度
の
経
済
成
長
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
国

民
的
な
議
論
を
行
い
、
成
長
に
対
す
る
考
え
方
を
改
め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
国
際
的
な
見
地
か
ら
、
先
進
国

は
自
ら
の
責
任
を
認
識
し
、
途
上
国
と
の
間
の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
資
金
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

未
来
に
つ
い
て
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
自
分
の
人
生
を
超
え
た
時
間
軸
で
物
事
を
捉
え
な
け
れ
ば
、

多
く
の
課
題
が
解
決
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
人
類
は
一
〇
〇
年
先
を
想
像
す
る
能
力
が
あ
る
。
そ
の
年
月

は
、
祖
父
母
か
ら
孫
ま
で
の
五
世
代
に
相
当
し
、
未
知
の
時
間
軸
で
は
な
い
。
戦
前
は
、
開
発
援
助
と
い
う

発
想
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
世
界
に
広
が
っ
た
。
今
、
そ
れ
を
時
間
軸

で
拡
大
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
「
良
き
祖
先
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

�文
化
思
想
家
。『Em

pathy

』
を
始
め
と
す
る
著
作
は
二
〇
カ
国
以
上
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
や
環
境
保
護
運
動
家
、
教
育
改
革
者
、

社
会
起
業
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
多
数
。
シ
ド
ニ
ー
と
香
港
で
育
つ
。
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
、
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
で
学
び
、
政
治
社
会
学
で
博
士
号
を
取
得
。
世
界
初
の
共
感
博
物
館

（Em
pathy M

useum

）
の
創
設
者
。
ロ
ン
グ
・
ナ
ウ
協
会
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
紙
か
ら
、
英
国
を
代
表
す
る
人
気
哲
学
者
の
一
人
に
選
ば
れ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
ン
・
ク
ル
ツ
ナ
リ
ッ
ク
（Rom

an Krznaric

）

今
Photo: Kate Raworth

ローマン・クルツナリック〔2021〕

グッド・アンセスター
わたしたちは「よき祖先」になれるか

松本紹圭 訳
あすなろ書房
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識
者
に
問
う

長
期
思
考
で
、
社
会
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
長
期
思
考
に
シ
フ
ト
す
る
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 「
私
」
の
存
在
を
よ
り
大
き
な
時
間
軸
で
捉
え
る

松
本
紹
圭

現
代
仏
教
僧松本圭介〔2011〕

お坊さんが教えるこころが整う掃除の本
ディスカヴァー・トゥエンティワン

類
は
こ
れ
ま
で
、
本
能
に
宿
る
瞬
間
的
な
反
応
と
、
今
を
生
き
抜
く
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
短

期
思
考
、
そ
し
て
、
人
知
を
超
え
た
世
界
を
畏
れ
敬
う
長
い
時
間
軸
を
併
せ
持
っ
て
、
種
を
つ
な
い

で
き
た
。
し
か
し
、
現
在
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
圧
倒
的
な
短
期
思
考
に
四
六
時
中
引
っ
張
ら
れ
て
い

る
。
瞬
発
力
や
集
中
力
に
よ
っ
て
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
気
候
変
動
な
ど
の
社
会
課
題
や
惑

星
規
模
の
問
題
を
前
に
し
た
時
、
見
え
な
い
存
在
と
の
つ
な
が
り
を
考
慮
せ
ず
、
見
え
て
い
る
世
界
に
閉
じ

て
し
ま
え
ば
、
人
類
全
体
、
ひ
い
て
は
惑
星
全
体
を
リ
ス
ク
に
晒さ

ら

す
こ
と
に
な
る
。
自
ら
の
存
在
や
生
き
る

意
味
を
、
人
生
の
内
に
完
結
さ
せ
ず
、
広
大
な
時
間
軸
の
中
に
捉
え
る
意
識
を
取
り
戻
し
た
い
。

日
本
に
お
い
て
は
「
ご
先
祖
様
」
と
い
う
死
者
の
存
在
が
、
そ
の
扉
を
開
け
る
一
つ
の
鍵
に
な
り
得
る
だ

ろ
う
。
町
角
や
野
良
道
、
山
道
ま
で
、
そ
こ
か
し
こ
に
遺
る
ご
先
祖
を
祀
る
お
墓
や
祠
は
、「
私
」
の
存
在

を
超
え
た
感
覚
を
呼
び
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
。
先
人
た
ち
か
ら
頂
い
た
恵
み
を
受
け
取
っ
て
死
者
と
共

に
今
を
生
き
る
死
生
観
は
、
長
期
思
考
を
育
む
大
事
な
要
素
で
あ
り
、
複
数
形
の
「
私
た
ち
」
が
「
過
去
の

折
り
畳
ま
れ
た
今
」
を
生
き
る
こ
と
が
、
頂
い
た
恵
み
を
未
来
へ
と
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

人現
在
、
私
は
、
企
業
の
方
と
一
対
一
の
対
話
を
行
う
「
産
業
医
」
な
ら
ぬ
「
産
業
僧
」
と
い
う
新
た
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
現
代
社
会
は
、
目
先
の
満
足
を
求
め
続
け
る
偏
っ
た
短
期
思
考
や
、
責
任
や
評
価

を
個
人
が
請
け
負
う
も
の
の
見
方
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。「
短
期
」×
「
個
人
」×
「
所
有
」
の
概
念
が

極
端
に
な
れ
ば
、
人
々
の
疲
弊
を
招
き
、
組
織
全
体
、
社
会
全
体
の
機
能
低
下
へ
と
つ
な
が
る
。
僧
侶
と
の

対
話
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
社
会
的
な
立
場
や
枠
組
み
か
ら
降
り
、
深
く
長
い
時
間
軸
に
身
を
置
い
て

物
事
を
捉
え
直
す
体
験
を
す
る
。
市
場
拡
大
を
求
め
て
日
々
営
業
活
動
に
励
む
自
社
製
品
に
つ
い
て
も
、
対

話
の
中
か
ら
は
「
こ
の
ま
ま
生
産
の
拡
大
を
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
異
な
る
視
座
か
ら

の
声
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
産
業
界
は
、
人
々
の
意
識
と
社
会
を
動
か
す
重
要
な
入
口
で
あ
る
。

「
私
」
と
い
う
存
在
を
拡
張
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
や
生
き
が
い
も
変
わ

っ
て
く
る
。
長
期
思
考
は
、
気
候
変
動
な
ど
の
リ
ス
ク
を
人
類
が
乗
り
越
え
る
生
存
戦
略
の
意
味
で
も
欠
か

せ
な
い
が
、
文
化
的
・
宗
教
的
な
精
神
の
豊
か
さ
を
高
め
て
い
く
と
い
う
意
味
で
も
重
要
だ
。
二
五
〇
〇
年

と
い
う
長
い
時
間
と
、
無
数
の
祖
先
の
上
に
存
在
す
る
伝
統
仏
教
は
、
短
期
思
考
に
追
わ
れ
る
日
常
か
ら
、

プ
ラ
グ
を
抜
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

�現
代
仏
教
僧
。
武
蔵
野
大
学
客
員
准
教
授
。
ロ
ー
マ
ン
・
ク
ル
ツ
ナ
リ
ッ
ク
氏
の
著
書
『The Good Ancestor

』
の
翻
訳
を
手
掛
け
た
。

東
京
大
学
哲
学
科
卒
。
二
○
一
〇
年
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
国
際
親
善
奨
学
生
と
し
て
イ
ン
ド
商
科
大
学
院
（
Ｉ
Ｓ
Ｂ
）
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
。

二
○
一
二
年
、
住
職
向
け
の
お
寺
経
営
塾
「
未
来
の
住
職
塾
」
を
開
講
し
、
一
〇
年
間
で
七
○
○
名
以
上
の
宗
派
や
地
域
を
越
え
た
宗
教

者
の
卒
業
生
を
輩
出
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
ヤ
ン
グ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
一
人
。
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
『
テ

ン
プ
ル
モ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ジ
オ
』、note

『
松
本
紹
圭
の
方
丈
庵
』
に
て
発
信
を
行
う
。

松
本
紹
圭
（
ま
つ
も
と
・
し
ょ
う
け
い
）
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識
者
に
問
う

長
期
思
考
で
、
社
会
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
長
期
思
考
に
シ
フ
ト
す
る
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

将
来
世
代
の
視
点
か
ら
、
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
行
う

西
條
辰
義

高
知
工
科
大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
研
究
所

所
長

れ
わ
れ
の
社
会
の
根
幹
で
あ
る
「
市
場
」、「
民
主
制
」、「
サ
イ
エ
ン
ス
」。
こ
れ
ら
に
欠
け
て
い
る

の
は
、
将
来
世
代
は
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
利
益
を
追
求
す
る
際
に
、

将
来
世
代
の
視
点
を
も
っ
て
制
御
す
る
仕
組
み
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
に
、
短
期
思
考
ば
か
り
が
助
長
さ
れ
、

現
在
世
代
は
、
今
あ
る
資
源
や
成
果
を
享
受
す
る
こ
と
に
傾
倒
し
て
し
ま
う
。
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
見
も
、
農

業
や
工
業
で
の
利
活
用
を
広
げ
、
人
口
増
や
経
済
発
展
に
寄
与
し
た
が
、
生
活
の
快
適
さ
を
求
め
る
あ
ま
り
、

温
暖
化
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
や
反
応
性
窒
素
（
注
）
の
排
出
拡
大
と
そ
の
将
来
的
な
影
響
を

制
御
で
き
な
か
っ
た
。

将
来
世
代
に
影
響
す
る
よ
う
な
長
期
的
な
問
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
近

視
眼
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
び
と
の
考
え
方
や
生
き
方
を
変
え
る
社
会
装
置
と
し
て
、「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
新
た
な
社
会
の
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
は
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
り
、
二
〇
五
〇
年
の
未
来
に
生
き
る
「
仮
想
未
来
人
」

に
な
っ
て
、
二
〇
五
〇
年
が
ど
う
い
う
社
会
に
な
っ
て
い
る
か
を
想
像
す
る
。
そ
れ
が
良
い
社
会
な
ら
、
そ

わう
な
る
た
め
に
は
、
今
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
大
変
な
困
難
や
問
題
を
抱
え
る
社
会
な
ら
、
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
、
今
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
。

最
初
に
こ
の
実
践
を
行
っ
た
の
が
、
岩
手
県
矢や

巾は
ば

町
だ
。
住
民
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
二
種
類
の
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
現
在
の
視
点
で
政
策
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
は
、
ど
う
し
て
も
今
に
足
を
と
ら

れ
て
し
ま
っ
た
将
来
し
か
描
け
ず
、
介
護
施
設
の
不
足
や
待
機
児
童
と
い
っ
た
問
題
し
か
思
い
つ
け
な
い
。

一
方
で
仮
想
未
来
人
の
グ
ル
ー
プ
は
、
宮
沢
賢
治
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
舞
台
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
矢

巾
町
の
住
民
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
る
南
昌
山
の
一
帯
が
水
害
で
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
そ
こ
を
自

然
公
園
と
し
て
整
備
す
る
な
ど
と
い
っ
た
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
も
、
水
道
を
テ
ー
マ
に
し

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
将
来
的
に
イ
ン
フ
ラ
維
持
が
難
し
い
状
況
が
理
解
さ
れ
、
住
民
み
ず
か
ら
水
道
料
金

の
値
上
げ
を
提
案
す
る
な
ど
、
刮か

つ

目も
く

す
べ
き
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
将
来

を
思
う
気
持
ち
が
顕
在
化
し
、
人
々
の
考
え
方
や
生
き
方
に
変
容
が
起
こ
れ
ば
、「
今
の
世
代
も
将
来
の
世

代
も
、
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
考
え
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。�

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
」
の
提
唱
者
。
将
来
世
代
を
考
慮
に
入
れ
た
意
思
決
定
な
ど
、
持
続
可
能
性
に
関
わ
る
研
究
の
枠
組
み
と

し
て
、
自
治
体
な
ど
の
組
織
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
実
践
を
重
ね
て
い
る
。
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
了
。

大
阪
大
学
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
教
授
、
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
等
を
経
て
、
現
職
。
総
合
地
球
環
境
学
研
究

所
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
を
兼
務
。
著
書
に
『
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
―
七
世
代
先
を
見

据
え
た
社
会
』（
編
著
、
勁
草
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
ほ
か
。

西
條
辰
義
（
さ
い
じ
ょ
う
・
た
つ
よ
し
）

（
注
）反
応
性
窒
素
は
、
窒
素
ガ
ス
（
Ｎ
２
）
を
除
く
窒
素
化
合
物
の
総
称
。
大
気
に
放
出
さ
れ
る
と
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
大
気
汚
染
物
質
と
な
る
。

西條辰義・宮田晃碩・松葉類〔2021〕

フューチャー・デザインと哲学
世代を超えた対話

勁草書房
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識
者
に
問
う

長
期
思
考
で
、
社
会
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
長
期
思
考
に
シ
フ
ト
す
る
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

世
代
を
超
え
て
守
る
べ
き
価
値
の
再
認
識
を

小
林
慶
一
郎

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

教
授

発
廃
棄
物
や
気
候
変
動
な
ど
、
現
在
の
行
動
が
将
来
世
代
の
生
存
に
影
響
す
る
長
期
的
な
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
時
間
軸
が
長
く
、
多
く
の
場
合
、
利
益
を
受
け
る
人
と
、
コ
ス

ト
を
支
払
う
べ
き
人
が
違
う
世
代
に
な
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
気
候
変
動
問
題
に
せ
よ
、
財
政
の
問
題
に

せ
よ
、
い
ま
生
き
て
い
る
「
利
己
的
な
個
人
」
が
、「
合
理
的
に
」、
自
分
の
寿
命
の
間
だ
け
の
利
益
を
考
え

て
い
て
は
解
決
し
な
い
。
現
在
世
代
が
自
ら
進
ん
で
コ
ス
ト
負
担
を
選
択
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
を
支
払
う
現

在
世
代
の
人
が
「
た
と
え
自
分
が
生
き
て
い
る
間
に
そ
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
得
ら
れ
な
く
て
も
、
将
来
世
代

が
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
得
る
な
ら
良
し
」
と
考
え
る
よ
う
な
価
値
観
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
皆
で
熟
議
し
て
、
最
後
は
多
数
決
で
決
め
る
」
と
い
う
民
主
主
義
の
仕
組
み
は
、
す
べ
て
の
関
係
者
が

同
時
点
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
ま
だ
存
在
し
な
い
将
来
世
代
に
関
わ
る
よ
う
な
長
期

的
問
題
を
扱
う
の
は
、
不
得
手
で
あ
る
。
い
ま
生
き
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
自
由
や
意
思
決
定
の
権
利
を
ど
う

守
る
か
と
い
う
議
論
だ
け
で
な
く
、
将
来
世
代
の
自
由
や
意
思
決
定
の
権
利
も
含
め
た
価
値
と
す
る
た
め
に

は
、
何
を
変
え
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
の
財
政
は
、
そ
の
持
続
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
財
政
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
わ
れ
わ
れ
国
民
は
、
将
来
世
代
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
、
も
っ
と
長
期
的
な
視
点
で
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
長
期
の
試
算
を
出
し
、
国
民
に
そ
れ
を
周
知
し
て
、
考
え
る
材
料
を
示

し
て
い
く
。
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
年
二
回
出
し
て
い
る
「
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
」
は
、

一
〇
年
ほ
ど
の
短
期
的
な
財
政
見
通
し
で
し
か
な
い
の
で
、
五
〇
年
先
、
六
〇
年
先
の
財
政
状
況
の
試
算
を

出
す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
官
・
民
の
専
門
家
で
構
成
し
、
独
立
・
中
立
的
な
立
場
で
試

算
を
行
う
「
独
立
財
政
機
関
」
を
作
る
。
政
府
予
算
は
、
機
関
が
出
す
試
算
と
整
合
性
を
持
た
せ
る
よ
う
法

律
な
ど
に
よ
っ
て
制
度
化
す
る
。
国
会
で
も
持
続
可
能
な
財
政
政
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
義
務
化
す

る
と
い
っ
た
対
応
を
整
備
す
れ
ば
、
政
策
も
次
第
に
長
期
的
視
野
を
備
え
た
方
向
に
変
わ
る
だ
ろ
う
。

財
政
問
題
に
限
ら
ず
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
を
見
据
え
、
社
会
や
経
済
の
あ
り
方
を
長
期
的
な
時
間
軸
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
世
代
を
超
え
て
守
る
べ
き
価
値
を
再
認
識
す
べ
き
だ
。
社
会
や
経
済

が
世
代
を
超
え
て
存
続
す
る
と
い
う
確
信
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
わ
れ
わ
れ
は
日
々
の
日
常
に
価
値
を
感
じ

ら
れ
る
。
持
続
性
こ
そ
が
実
は
す
べ
て
の
価
値
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
の
世
代
で
強
く
共
有
し
た

い
。�

日
本
の
財
政
の
持
続
性
に
つ
い
て
、
長
年
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
論
客
。
専
門
は
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、
経
済
思
想
。
現
在
は
、
将
来
世

代
の
利
益
を
踏
ま
え
た
意
思
決
定
や
政
策
立
案
の
意
義
や
可
能
性
を
検
証
す
る
研
究
も
進
め
て
い
る
。
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

修
了
後
、
通
商
産
業
省
（
当
時
）
入
省
。
経
済
産
業
研
究
所
上
席
研
究
員
、
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
よ
り
現

職
。
東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
、
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
を
兼
務
。
シ
カ
ゴ
大
学
経
済
学
博
士
。
最
新
著

書
は
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
政
策
構
想
』（
共
著
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
二
〇
二
一
年
）。

小
林
慶
一
郎
（
こ
ば
や
し
・
け
い
い
ち
ろ
う
）

小林慶一郎〔2019〕

時間の経済学
自由・正義・歴史の復讐

ミネルヴァ書房

原
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識
者
に
問
う

長
期
思
考
で
、
社
会
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
長
期
思
考
に
シ
フ
ト
す
る
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

日
本
の
老
舗
企
業
の
価
値
観
は
、

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

野
村 

進

拓
殖
大
学
国
際
学
部

教
授

本
に
は
、
創
業
一
〇
〇
年
を
超
え
る
老
舗
企
業
が
約
三
万
三
〇
〇
〇
社
あ
り
、
世
界
全
体
の
百
年
企

業
の
四
割
を
占
め
る
。
日
本
の
老
舗
企
業
が
長
期
継
続
を
可
能
に
し
た
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
あ
る

が
、
ま
ず
は
「
適
応
力
」。
時
代
の
変
化
に
し
な
や
か
に
適
応
し
て
い
る
。
老
舗
の
技
術
が
、
最
先
端
の
製

品
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
次
に
「
許
容
力
」。
ア
ジ
ア
諸
国
の
多
く
は
血
族
主
義
で
家
族
を
重
視
す
る
が
、

日
本
は
家
業
の
継
続
を
重
視
し
、
血
族
外
で
も
能
力
の
あ
る
人
材
を
養
子
と
す
る
な
ど
、「
他
人
の
血
」
を

許
容
し
て
き
た
。
そ
し
て
「
本
業
力
」。
本
業
を
簡
単
に
は
手
放
さ
ず
に
突
き
進
み
つ
つ
適
応
す
る
。
先
祖

か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
に
対
す
る
信
頼
感
の
強
さ
が
あ
る
。
バ
ブ
ル
期
の
不
動
産
業
な
ど
、
そ
の
時
に
儲も

う

か

っ
て
い
る
事
業
に
飛
び
付
い
た
老
舗
の
多
く
が
破
た
ん
し
て
い
る
が
、
本
業
を
貫
い
た
と
こ
ろ
は
残
っ
て
い

る
。ま

た
、
日
本
の
老
舗
の
特
筆
す
べ
き
特
徴
は
、
近
江
商
人
の
家
訓
と
し
て
有
名
な
「
三
方
よ
し
」
と
い
う

考
え
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
。「
売
り
手
よ
し
」「
買
い
手
よ
し
」
に
加
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
視
点
で
あ

る
「
世
間
よ
し
」
が
入
っ
て
い
て
、こ
れ
は
他
国
に
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
。「
世
間
さ
ま
が
許
し
て
く
れ
な
い
」

日「
身
の
程
を
わ
き
ま
え
る
」
と
い
う
言
葉
で
、「
儲
か
る
た
め
な
ら
何
を
し
て
も
い
い
」
と
い
う
姿
勢
を
諫い

さ

め

て
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
セ
ラ
リ
カ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
と
い
う
、
主
に
植
物
由
来
の
「
天
然
ロ
ウ
」
製
品

の
製
造
企
業
は
、
今
で
は
海
外
か
ら
も
天
然
ロ
ウ
を
仕
入
れ
て
い
る
。
中
国
で
同
社
が
植
林
事
業
に
携
わ
っ

た
際
、
木
が
育
つ
と
、
地
元
の
人
が
伐
採
し
て
薪ま

き

に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
同
社
の
野
田
泰
三
社
長

は
、
地
元
の
人
に
は
長
期
の
植
林
事
業
よ
り
も
日
々
の
暮
ら
し
が
大
事
、
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
た

上
で
、
地
元
民
に
は
「
木
を
育
て
た
方
が
収
入
に
な
り
、
未
来
の
社
会
の
た
め
に
も
な
る
」
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
と
話
し
て
い
た
。
こ
れ
も
「
世
間
よ
し
」
で
あ
ろ
う
。

最
近
、「
利
他
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
老
舗
企
業
に
あ
る
の
も
利
他
的

な
思
考
だ
ろ
う
。
長
寿
の
企
業
は
、
社
会
的
な
責
任
を
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
実
現
す
る
と
い
う
意
思
が
継
続

し
て
い
る
。「
儲
か
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
（
利
己
主
義
）
に
走
ら
ず
、
ど
れ
だ
け
社

会
に
役
立
つ
か
、
と
い
う
視
点
が
あ
る
。
こ
う
し
た
意
識
は
、
若
い
世
代
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
今
の
学
生

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
こ
と
を
当
た
り
前
と
考
え
、
人
を
蹴
落
と
し
て
ま
で
競
争
す
る
こ
と
は
美
し
く

な
い
と
考
え
る
。
受
験
戦
争
を
経
験
し
た
世
代
と
は
価
値
観
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
老
舗
企
業
が
持
っ
て

い
る
、
社
会
の
発
展
を
大
切
に
す
る
価
値
観
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
の
基
準
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

�

　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
。
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
企
業
の
長
寿
の
鍵
を
解
明
し
よ
う
と
、
長
年
数
々
の
老
舗
企
業
を

取
材
し
、『
千
年
、
働
い
て
き
ま
し
た
―
老
舗
企
業
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
―
』『
千
年
企
業
の
大
逆
転
』
を
執
筆
。
著
書
多
数
。
在
日
コ
リ
ア
ン

の
世
界
を
描
い
た
『
コ
リ
ア
ン
世
界
の
旅
』
で
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
、
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
受
賞
。『
ア
ジ
ア　

新
し
い
物
語
』
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
賞
受
賞
。
上
智
大
学
外
国
語
学
部
英
語
学
科
中
退
。
一
九
九
七
年
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
常
任
委
員
。
都
立

大
学
、
上
智
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
拓
殖
大
学
国
際
学
部
教
授
。

野
村 

進
（
の
む
ら
・
す
す
む
）

野村 進〔2021〕

出雲世界紀行
生きているアジア、神々の祝祭

新潮文庫
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データで 見る 未来を変える
「長期思考」は

人類が地球に与える影響力の加速（1750 年–2010 年）フューチャー・デザイン：岩手県矢巾町の住民参加型水道事業ビジョン

世界の老舗企業：国別の割合（2019 年）

注）	 世代間連帯指標は、環境（森林被覆率の変化、カーボンフットプリント、再エネ等の割合）、経済（ジニ係数、経常収支、純貯蓄）、
社会（小学校教師の割合、子ども死亡率、出生率）の各指標を集計したものに、1 人当たり炭化水素生産量に応じてペナルティ調整
を行って算出される。

出所）	 Jamie McQuilkin （2019）“Intergenerational Solidarity Index 2019”（Published in The Good Ancestor: How to Think 
Long Term in a Short-Term World by Roman Krznaric. Data available at github.com/pipari/ISI. Licensed under CC 
BY-NC-SA.）より作成。

注）	 世界の創業 100 年以上の企業の総数は 8 万 0,066 社。
出所）	 日経 BP コンサルティング（2020）「世界の長寿企業ランキング、創業 100 年、200 年の企業数で日本が 1 位」より作成。

注）	「1 次エネルギー消費量」は 2008 年、「二酸化炭素排出量」は 2013 年までのデータ。「オゾン層の減少」は 1956 年 -2012 年のデー
タで、10 月の南極ハレー基地上空のオゾン全量の最大減少率（2 年移動平均）を示す。観測開始から 10 年間の平均値である
305DU を基準としている。「熱帯林の減少」は 2011 年までのデータで、1750 年からの減少率を示す。

出所）	 Steffen, W., W. Broadgate, L. Deutsch, O. Gaffney and C. Ludwig （2014）. “The Trajectory of the Anthropocene: the 
Great Acceleration,” The Anthropocene Review. より抜粋。

〈一般市民討論アジェンダ〉矢巾町の水道事業計画はどうあるべきか

注）	 岩手県矢巾町は、フューチャーデザインの手法を活用して、町政に住民の意見を採り入れており、水道事業は 2015 年よりたびた
びワークショップを開催。上記は、まちづくりワークショップを含む、複数回、複数年の開催から得られた成果を概念的に示す。

出所）	 西條辰義（2019）、小林慶一郎（2019）、高橋雅明（2020）、吉岡律司（2015）、庄司将晃（2019）各 HP 公開資料を元に作成。

世代間連帯指標：国別ランキング（2019 年）

ランク 国 世代間連帯指標 炭化水素
ペナルティー指標 環境指標 経済指標 社会指標

1 アイスランド 85.7 100 85.7 73.6 99.7
2 スウェーデン 81.1 100 83.2 67.9 94.4
3 ネパール 77.9 100 72.9 89 72.8
4 スイス 77 100 81.7 79.7 70.3
5 デンマーク 76.3 82.1 77.9 69.4 84.6
… …
25 中国 69.8 85.6 53.8 87.3 74.1
… …
29 日本 67 99.7 56.3 72.5 73.9
… …
62 アメリカ 52.5 60.5 61.1 42.2 60.5
… …

日本
41.3%

アメリカ
24.4%

イタリア　1.2%
イギリス　2.3%

ドイツ　6.2%

3 万 3,076 社

他
7.2%

スウェーデン
17.5%

「いま、矢巾町の水道事業は黒字なので、
水道料金を値下げして、住民に還元すべ
きだ」

2019 年時点の一般市民のグループ

「2060 年までには、水道管や水道設備は老朽
化する。更新には巨額の資金が必要だから、い
ま黒字であっても水道料金を値上げすべきだ」

「あなたは 2060 年の矢巾町にタイムスリップしま
した。2019 年当時の矢巾町の人たちが、どのよう
にインフラ整備を進めようか考えていたことを
知って、さまざまな感情が芽生えているものとし
ます。」

仮想未来人のグループ

対話

〈施策に反映〉	 水道料金の値上げを実施
〈町民の意識変化〉	参加者「現在世代の自己と将来世代の自己
		  を俯瞰して、調停する思考ができた」

（EJ） 1 次エネルギー消費量
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